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「（
前
略
）
お（

梅
自
身
）
の
れ
ハ
夫そ

れ

よ
り
、
近
藤
先
生
の
舎
え（

へ
）

行い
く

、
此こ

の

近
藤
先
生
ハ
、
伊
予
国
松
山
の
藩
中
に
て
、

近（
近
藤
平
格
の
こ
と
）

藤
平
作
と
て
心
学
の
先
生
也
、
さ
き
に
掛
川
に
来

ら
れ
し
と
き
道
話
あ
り
て
教
へ（

え
）

を
う
け
し
人
な
り

（
後
略
）」

　
掛
川
で
大
庭
梅
が
心
学
道
話
を
拝
聴
し
て
い
た
こ

と
を
縁
と
し
て
、
江
戸
の
平
格
の
元
を
訪
ね
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
穿う

が

っ
た
見
方
を
す
れ

ば
、
大
島
有
隣
没
（
天
保
七
年
十
月
二
十
二
日
・

一
八
三
六
）
後
、
平
格
が
江
戸
心
学
の
中
心
的
な
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

�

（
社
会
教
育
課　
町
史
・
文
化
財
担
当
編
）

ユニバーサルデザイン(UDフォント)を
使用し、読みやすい書体を採用しました。

　

有
隣
門
下
四し

天て
ん

王の
う

の
一
人
で
あ
っ
た
近こ

ん

藤ど
う

平へ
い

格か
く

は
、
六り

っ

行こ
う

舎し
ゃ

で
松
山
心
学
の
祖
で
あ
る
田た

中な
か

一い
ち

如じ
ょ

に

学
ん
だ
後
、
文
政
十
年
（
一
八
三
〇
）、
江
戸
に
出

た
よ
う
で
す
。
そ
の
当
時
、
心
学
の
本
場
京
都
明
倫

舎
を
凌し

の

ぐ
、
斯し

界か
い

の
実
力
指
導
者
で
も
あ
っ
た
江
戸

の
大
島
有
隣
を
訪
ね
ま
し
た
。
盍こ

う

簪し
ん

舎し
ゃ

で
有
隣
の
薫く

ん

陶と
う

を
直
接
受
け
た
平
格
は
、
入
舎
わ
ず
か
五
か
月
に

し
て
、
師
で
あ
る
有
隣
の
代
講
ま
で
務
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
諸
大
名
や
旗

本
の
邸や

し
き

に
出
向
き
、
講
話
す
る
こ
と
屡し

ば

々し
ば

だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
そ
の
後
も
平
格
は
、
精
力
的
な
道
話
活
動
、
道
話

修
行
の
全
国
遊ゆ

う

説ぜ
い

を
続
け
、
故
郷
松
山
と
の
往
復
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
中
で
平
格
は
、
遠え

ん

州し
ゅ
う

掛か
け

川が
わ

（
現
静
岡
県
掛
川
市
）
で
も
永
く
逗と

う

留り
ゅ
う

し
て
心
学
道

話
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
当
時

掛
川
宿
下し

も

俣ま
た

町ち
ょ
う

・
村
の
庄
屋
を
務
め
た
大お

お

庭ば

代だ
い

助す
け

妻つ
ま

で
あ
っ
た
梅う

め

と
い
う
女
性
の
「
旅
日
記
」（
天
保

十
二
年
）
に
は
、
興
味
深
い
記
述
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。

　
ま
ず
、「
旅
日
記
」
の
四
月
四
日
の
項
を
み
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
の
偉
人
・
大お
お

島し
ま

有う

隣隣り
ん

—
 

石せ

き

門も

ん

心し

ん

学が

く

入
門
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す
ぎ
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大庭梅の「旅日記」の一部

杉戸町
ホームページ

メール配信
すぎめー

広報スマホ版
マチイロ

杉戸町
公式LINE

①学習・成長するAIチャットボット
　AI（人口知能）を利用したプログラムで、皆さんからの質問を学習し、成長していきます。
②欲しい情報だけ受け取れるセグメント配信
　これまでは、全ての情報を全員に配信していました。今後は、皆さんが求める情報を�
選択して受信することができます。
③必要な情報に素早くアクセスするリッチメニュー
　必要な情報にスムーズにたどり着けるように、リッチメニューを配置しました。

　杉戸町では行政情報を発信し、町民の皆さまに行政を身近に感じていただ
くため、LINE公式アカウントの運用を行ってきましたが、２月１日に新機能
を加えてリニューアルしました。受信する情報を選択できる受信設定や様々
な情報にアクセスできるリッチメニューに加え、わからないことを質問でき
るAIチャットボットなどが利用できます。

杉戸町の公式LINEが
もっと便利に、
使いやすくなりました。 杉戸町LINE公式アカウント

まだ登録をしていない方は
友だち追加をお願いします

@sugito


